
ガラス作家、山野アンダーソン陽子とジャムメーカー、リリー・オブライエン、建築家、岡村俊輔が
魅せる日常の風景にある幸せ。都内 2 ヶ所でのイベントを開催。

Jam in Glass

ガラス作家、山野アンダーソン陽子と、ジャムメーカー、リリー・オブライエン、建築家、岡村俊輔のコラボレーションによる
二つの展示・販売のイベントを、都内２カ所の〈などや〉で開催します。

山野アンダーソン陽子は、スウェーデン拠点のガラス作家。吹きガラス特有の揺らぎや厚み、ガラスの自然なフォルムを生かし、
口当たりや手触り、重さや透明感にこだわって制作しています。作品は、個人的な機能から文化的背景のある機能まで、人の行為
からインスピレーションを得て生み出した機能的なもの。

いっぽうリリー・オブライエンは、ペクチンなどの添加物をいっさい使わず、良質な素材を惜しみなく使い、少量ずつ製造してい
るロンドンのジャムメーカー。「ラズベリー＆ハイビスカスフラワー」「ルバーブ＆カルダモン」のように、旬のフルーツと、少し
意外性のあるスパイスやハーブを加えることで魔法のような独特のフレイバーを生み出します。

山野は「もし割れてしまってもリサイクルできるように」という想いから、透明なガラスを使うことによりこだわりを持っています。
リリーが営むロンドンの〈London bourough of Jam〉のショップの内装は、廃棄されたものや不用品などのリサイクルによって構
成されています。そして、会場となる〈などや〉を運営する岡村俊輔も、古い家屋を DIY で蘇らせながら文化的な発信をしています。
建築家でありながら、「壊して新しく建てる」よりも「あるものに新たな価値を生み出す」ことに取り組んでいます。そんな３人に
共通しているのは、素材から知ること。長く使い、繋いでいくこと。ヒューマンスケール。循環。

3 人のものづくりから、ありふれた日常のなかの小さな幸せを感じられますように。

「Jam in Glass shop」
　会期：6 月 27 日（木） - ７月３日（水）12:00 - 19:00（最終日 17:00 closed）
　会場：などや代々木上原　東京都渋谷区西原 3-19-3   

「短編小説  Jam in Glass」
　会期：6 月 27 日（木）- 6 月 30 日（日）12:00 - 19:00（28 日 13:00 - 17:00）
　会場：などや島津山　東京都品川区東五反田 3-7-15　
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「Jam in Glass shop」 会場｜などや 代々木上原　（東京都渋谷区西原 3-19-3）
会期｜ 6 月 27 日（木） - ７月３日（水）　
　　　 open.  12:00 - 19:00（最終日 17:00 まで）

山野アンダーソン陽子が Jam in Glass のために制作したさまざまなカタ
チの蓋付きのガラス作品に、リリー・オブライエンがイベント期間中に
日本の季節の素材を取り入れて作るスペシャルなジャムを詰めて販売を
します。また、London borough of Jam のジャムも販売します。
会場構成：岡村俊輔

【特別イベント】事前予約制・有料
6 月 29 日（土）に、リリーによるジャム作り
のデモンストレーションイベントを行う予定
です。詳細は SNS 等で随時ご案内します。

会場｜などや 島津山　（東京都品川区東五反田 3-7-15）
会期｜ 6 月 27 日（木） - 6 月 30 日（日）
　　　open.  12:00 - 19:00　（28 日 13:00 - 17:00）

～雨の日に出かけなくて済んだ私は、引き続き雨を楽しむはずだった～ 

〈などや島津山〉を訪れた際のインスピレーションから、山野が制作を
したガラス作品と書き下ろした短編小説の世界を岡村が表現します。
なんてことのない、どこにでもある日常の風景を描いた小説を読みな
がら、小説のなかにある島津山の風景、ガラスに光が溜まる様子をゆ
ったりとお楽しみください。ガラス作品は販売をいたします。

（作品は会期終了後のお渡し）

【特別イベント】事前予約制・有料
■彗星菓子手製所のお茶会
　６月 28 日（金）11:00 - 12:30 ／ 18:00 - 19:30（予定）
■ツルミ製菓の朝食会
　６月 30 日（日）9:30 - 11:30（予定）

「短編小説  Jam in Glass」

[profile]
山野アンダーソン陽子
やまの・あんだーそん・ようこ／ストックホルム拠点のガラス作家。日本出身。北欧最古のガラス工場であるコスタ内の学校で吹き
ガラスの手法を学び、スウェーデンの国立美術工芸デザイン大学で修士課程を修了。7 月 13 日から熊本市現代美術館で山野発案のプ
ロジェクト「Glass Tableware in Still Life」の展覧会展が開催予定。

Lillie O’Brien
りりー・オブライエン／オーストラリア出身。ロンドンの人気レストラン、セント・ジョンのペストリーシェフを経て、2011 年に自
身のジャムブランド、London Borough of Jam を立ち上げ、マーケットなどで販売をスタート。たちまち評判を呼び、 2013 年にはイ
ーストロンドンにショップをオープン。著書に「Five Seasons of Jam」（Kyle Books）。

岡村 俊輔
おかむら・しゅんすけ／建築家。建築の新たな価値を生み出すべく、2020 年より「などや」プロジェクトを主催、プロデュース。
古い空き家を借り、芸術、文化、食、生活、多様な発展と変化に対して、敏感に作用してゆくことができる場の構築を目指した施設
／コンセプトとして、〈などや島津山〉と〈などや代々木上原〉を運営している。

写真：高野 ユリカ
スタイリング : 作原 文子
テキスト：藤井 志織
グラフィックデザイン：山野 英之
協力：TEA & TREATS
企画・運営：竹形 尚子

【プレスに関するお問合せ】竹形尚子（デイリープレス）
090-1531-6268 / 03-6416-3201   naotakegata@dailypress.org
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